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新たに所蔵となった資料を紹介します

　文政大地震は、文政11年11月12日（1828年12月18日）の早朝に、新潟県中部で発生した地震
です。地震の規模はマグニチュード6.9と推定されています。信濃川に沿った被害地域は三条・
燕・見附・今町・与板などに及び、家屋はほとんど全壊しました。この地震の様子は絵図や口
説（くどき）など様々な形で後世に残されてきました。口説の中では、地震発生時の状況や被
災した人々の混乱ぶり、各藩の救済活動などがうたわれています。

新潟県立文書館だより 平成 24 年９月 11 日
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文政十一年地震口説（E1108）
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平成23年度に閲覧可能になった受贈受託文書

昨年度より、新たに閲覧可能になった受贈受託文書を紹介します。

請求番号 文　　書　　名 文　　書　　群　　解　　説

E1101 東北日報 明治27～29年、１点。東北日報の綴。日清戦争と政
局に関する報道が中心。

E1103 関屋分水路改修工事関係資料 昭和40～42年、18点。関屋分水路事業にかかわる住
民側資料。

E1104 大正・昭和戦前期教科書 大正～昭和戦前期、43点。戦前の巻中学校で使用さ
れた教科書。

E1105 近代産業関係資料 昭和23～44年、16点。戦後期における工業製品の製
図や路線図面。

E1108 文政十一年地震口説 近世、１点。文政大地震の被害規模、民衆の混乱、
風評などを記す。

E1109-1 佐久間象山詩幅 文久３年、１点。佐久間象山の白桜花歌。

E1109-2 牧野備前守書状 近世、１点。長岡藩第10代藩主牧野忠雅の暑中見舞
返礼。

平成23年度に閲覧可能になった公文書(移管文書)

昨年度より、新たに閲覧可能になった公文書を紹介します。

請求番号 文　　書　　名 備　　　　　考
H10総文 
１～５

「文書事務の手びき」の作成関係書類
昭和38年７月　ほか

総務部文書私学課作成
作成年：昭和38年～昭和54年ころ

H10総管  
１～37 土地建物図面

総務部管財課作成
作成年：昭和23年～昭和46年ころ
県総合庁舎、高校、研究施設等の建物図面など

H10土道管  
１～28

新潟地震道路被災写真
村上・新潟・長岡・与板　ほか

土木部道路管理課作成
作成年：昭和36年～昭和40年
新潟地震橋梁震害調査報告概要、新潟地震道
路災害に関する調査報告書など

H10土河管
１～37 破間川・木無川・三国川　ほか

土木部河川管理作成
作成年：昭和43年～昭和56年
河川区域指定位置図ほか

H10土河整
１～42 信濃川・栗ノ木川　ほか

土木部河川整備課
作成年：昭和35年～昭和54年
河川区域位置指定図ほか

※�移管文書とは、新潟県（本庁のみ）で作成された文書のうち、保存年限が満了したもので、各課が歴史的価値があると判断
し、文書館へ移管した文書です。

牧野備前守書状（E1109-2）大正・昭和戦前期教科書（Ｅ1104）
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◉ 特別企画展｢災害と復興～古文書・公文書に学ぶ｣を開催しました 

　新潟県立文書館では平成24年３月６日(火)～
３月11日(日)の間、東日本大震災の発生から１
年が経過することを受けて、２階閲覧室におい
て特別企画展を開催しました。江戸時代の文
政大地震や明治時代の信濃川洪水、昭和39年
(1964)の新潟地震など、新潟県内で過去に発生
した地震や水害などに関係する古文書・公文書
を展示し、被害の状況や復興へ向けた取り組み
の様子を紹介しました。

◉ 常設展で展示した資料を紹介します 

　１階エントランスホールでは、１～２か月ごとにテーマを決めて所蔵資料を紹介する常設展示を
行っています。今年度展示した資料のなかから代表的な資料を紹介します。

◎平成24年度 これまでの常設展示◎

５／８㈫～６／17㈰ 「絵葉書に見る名所旧跡～大正・昭和期の新潟県内のすがた～」
６／19㈫～７／22㈰ 「近世・近代のくすり展～竹山亨と真珠散～」
７／24㈫～８／５㈰ 「魚沼の町医者・阿達玄庵」
８／７㈫～９／２㈰ 「いろいろ動物園～本に隠れた生き物を探そう～」

▼

「絵葉書に見る名所旧跡～大正・昭和
期の新潟県内のすがた～」(５月８日～
６月17日)では、戦前に新潟県内の名所
旧跡を撮影して作られた絵葉書を展示し
ました。絵葉書は、大正から昭和初期に
かけて一大ブームを巻き起こし、新潟市
内の名所をはじめとして、弥彦神社や寺
泊、佐渡鉱山、笹川流れなどさまざまな
絵葉書が残されています。これらの絵葉
書から、戦前の新潟県の風景や風俗が偲
ばれます。

▼「近世・近代のくすり展～竹山亨と真
珠散～」(６月19日～７月22日)では、江
戸時代から明治時代にかけて使用されて
いたさまざまな薬の効能書や薬袋などを
展示しました。また、新潟県内において
目薬製造販売者であり眼科医でもあった
竹山亨(現燕市、旧分水町出身)が製造、
販売した目薬「真珠散」に関する資料も
併せて展示しました。「真珠散」は、全
国に販路を拡大し、その収益を活用した
竹山亨は文化活動に取り組みました。

新潟地震の様子を伝える公文書

｢真珠散通帳｣（明治９年）
薬は付けで買って、後日代金を支払っていました。通帳には、いつ、
何を、いくらで購入したのかを記録しておき、手代が代金徴収に回っ
ていました。（E9501-239-2　南魚沼郡六日町医家平賀家文書）

戦前に作成された新潟県内の名所旧跡絵葉書
（F74　北魚沼郡小千谷町西脇家文書）
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　新潟県立文書館では、新潟県立文書館ホーム
ページの「インターネット古文書講座」の中に、
新コーナー「越後佐渡ヒストリア」を掲載してい
ます。越後・佐渡の歴史に関する様々なエピソー
ドを、文書館所蔵資料を交えて
紹介するコーナーです。
ぜひご覧ください。

※時間はすべて13：30～15：30

○古文書解読講座：くずし字の解読を中心とした講座です。

平成24年度 これからの文書館主催講座のお知らせ

講　座　名 期　　　日 会　　　場 定員 申込開始日

初心者のための
古文書講座︵秋季︶ 10月５日・12日㈮

新潟県立生涯学習推進センター 大研修室
（新潟県立文書館複合施設）

※ 初心者のための古文書講座の会場は、10月５日が
ホール、10月12日が大研修室になります。

50名 ９月14日㈮

古文書中級解読講座︵秋季︶ 11月２日・９日㈮ 新潟県立生涯学習推進センター　ホール
（新潟県立文書館複合施設） 180名 10月12日㈮

※時間はすべて13：30～15：00

○文書館歴史講座：資料をもとに、その歴史的背景などについて学ぶ講座です。

講　座　名 期　　　日 会　　　場 定員 申込開始日

第２回文書館歴史講座
（特別企画展記念講演会） 10月27日㈯ 新潟県立生涯学習推進センター　ホール

（新潟県立文書館複合施設） 180名 10月２日㈫

第３回文書館歴史講座 ３月９日㈯ 新潟県立生涯学習推進センター　ホール
（新潟県立文書館複合施設） 180名 ２月12日㈫
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